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【
受
賞
者
の
声
】

　

「
日
本
画
で
出
品
さ
れ
た
あ
な
た
の
作
品
が

市
展
賞
受
賞
で
す
」
と
い
う
朗
報
に
「
え
っ
。」

と
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
し
た
。
作
品
は
、

村
上
市
の
日
本
画
サ
ー
ク
ル
に
デ
ッ
サ
ン
の
モ

デ
ル
と
し
て
お
出
く
だ
さ
っ
た
御
婦
人
の
涼
や

　芸術の秋の祭典「村上市美術展覧会」が11月１日

㈯から３日（月・祝）まで開催されました。今年も各

部門に多くの作品が展示され、訪れた人は、じっく

りと鑑賞し、芸術の秋を堪能しました。

　ここでは、部門ごとに入賞者を紹介します。

第
７
回

村
上市

展か
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
描
い
た
も
の
で
す
。
御
婦

人
の
心
の
内
を
表
せ
る
よ
う
に
と
背
景
に
「
う

ち
わ
」
を
配
し
、
清
々
し
い
風
が
吹
く
よ
う
に

し
ま
し
た
。
そ
の
風
を
受
け
、
澄
み
切
っ
た
心

で
未
来
を
見
つ
め
る
表
情
を
出
す
の
に
苦
心
し

ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
支
援
の
お
陰
で
作

品
に
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

小
田　

礼
子　

氏
（
松
原
町
三
丁
目
）

美
術
協
会
長
賞

　

本
間　

サ
チ　

氏
（
松
原
町
四
丁
目
）

日
本
画
部
門

市
展
賞

　

富と

樫が
し　

勇い
さ

巳み　

氏
（
飯
野
三
丁
目
）

【
受
賞
者
の
声
】

　

「
市
展
賞
」「
嘘
で
し
ょ
う
？
」「
嘘
で
し
ょ

う
！
」
思
い
も
よ
ら
な
い
最
高
の
賞
を
頂
き
感

激
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
２
年
油
絵
か
ら
遠
ざ
か
り
観
る
側
に
い

ま
し
た
。

　

10
月
初
旬
、
一
緒
に
油
絵
を
や
っ
て
い
た
先

輩
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
、
今
ま
で
優
し
く
接

し
て
く
れ
た
先
輩
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

心
を
込
め
て
描
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
少
な
い
時
間
の
中
で
私
ら
し
い
絵
を
、

楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
抽
象
画
の
楽
し
さ
を
教
え
て
頂
い
た
故
桑

名
先
生
、
洋
画
根
っ
子
の
会
の
皆
様
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

小
池　

久
子　

氏
（
飯
野
三
丁
目
）

美
術
協
会
長
賞

　

小
室　

宗
一　

氏
（
羽
黒
口
）

奨
励
賞

　

齋
藤　

チ
イ
子　

氏
（
殿
岡
）

　

阿
部　

イ
チ
子　

氏
（
松
沢
）

洋
画
・
版
画
部
門

市
展
賞

　

斎さ
い

藤と
う　

市い
ち

子こ　

氏
（
久
保
多
町
）

【
受
賞
者
の
声
】

　

昨
年
に
続
き
、
こ
ん
な
賞
に
選
ば
れ
大
変
驚

き
！
今
は
、
喜
び
に
浸
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
錆
び
た
鉄
板
を
拾
っ
て
来
た
時
か

ら
始
ま
り
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
こ
ん
な
作

品
に
な
り
ま
し
た
。毎
回
、そ
の
時
々
に
出
会
っ

た
素
材
で
作
品
を
作
る
の
で
、
そ
の
都
度
、
違

う
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
自
由
な
発
想
で
物
作
り
を
楽
し
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
も
た
く
さ
ん
の
方
々

の
お
力
添
え
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

髙
橋　

泉　

氏
（
茎
太
）

美
術
協
会
長
賞

　

中
原　

一
磨　

氏
（
塩
谷
）

彫
塑
・
工
芸
部
門

市
展
賞

　

齋さ
い

藤と
う　

知と
も

行ゆ
き　

氏
（
塩
町
）



11　　2014.12.1

【
受
賞
者
の
声
】

　

こ
の
度
は
大
変
な
賞
を
戴
き
び
っ
く
り
、
嬉

し
い
や
ら
「
私
で
良
い
の
？
」
が
正
直
な
気
持

ち
で
す
。

　

定
年
を
機
に
村
上
市
に
神
奈
川
県
か
ら
引
越

し
、
見
る
も
の
、
感
じ
る
も
の
が
新
鮮
で
そ
れ

ら
を
記
録
に
残
そ
う
と
写
真
を
始
め
ま
し
た
。

【
受
賞
者
の
声
】

　

賞
を
戴
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

読
み
書
き
ソ
ロ
バ
ン
の
時
代
か
ら
、
パ
ソ
コ

ン
、
ス
マ
ホ
へ
と
移
り
、
字
を
書
く
機
会
が
減

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
本
文
化
で
あ
る
書
の
世

界
も
先
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

市
展
賞

受
賞
作
品

書
道
部
門

「
良
寛
詩
」

日
本
画
部
門

「
涼
風
を
う
け
て
」

洋
画
・
版
画
部
門

「
燃
ゆ
る
」

彫塑・工芸部門

「Ｃａｃｏｐｈｏｎｙ」
写真部門
「盛り」

そ
し
て
そ
の
写
真
を
通
じ
て
多
く
の
地
域
の
方

や
、
同
好
の
趣
味
の
人
達
と
の
交
流
を
深
め
、

自
分
の
中
で
の
輪
が
ど
ん
ど
ん
拡
が
っ
て
い
ま

す
。
何
よ
り
も
有
り
が
た
い
事
で
す
。
当
地
は

春
夏
秋
冬
、
海
山
川
等
自
然
に
恵
ま
れ
写
真
の

題
材
に
事
欠
き
ま
せ
ん
、
こ
れ
を
機
会
に
益
々

の
精
進
を
し
、
人
と
の
触
れ
合
い
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
写
真
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

加
藤　

榮
一　

氏
（
小
国
町
）

美
術
協
会
長
賞

　

山
本　

和
子　

氏
（
二
之
町
）

奨
励
賞

　

須
貝　

祥　

氏
（
若
葉
町
）

　

川
村　

清　

氏
（
肴
町
）

　

髙
橋　

衣
里
子　

氏
（
古
渡
路
）

　

書
に
は
古
き
を
尋
ね
、
書
く
見
る
奥
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

私
自
身
こ
れ
を
励
み
に
、
周
囲
の
人
達
と
今

ま
で
以
上
楽
し
め
る
書
道
を
続
け
る
よ
う
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
展
の
発
展
を
願
い
つ
つ
感
謝
し
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

大
滝　

美
洀　
氏
（
宮
ノ
下
）

美
術
協
会
長
賞

　

板
垣　

葉
月　

氏
（
塩
谷
）

奨
励
賞

　

佐
藤　

和
直　

氏
（
片
町
）

　

寺
澤　

華
泉　

氏
（
山
居
町
一
丁
目
）

　

佐
藤　

富
喜
子　

氏
（
塩
野
町
）

　

小
田　

静
峰　

氏
（
薦
川
）

　

板
垣　

里
奈　

氏
（
大
須
戸
）

写
真
部
門

書
道
部
門

市
展
賞

　

星ほ
し

野の　

恒つ
ね

夫お

（
寒
川
）

市
展
賞

　

富と

樫が
し　

梅ば
い

梢し
ょ
う
　

氏
（
上
大
鳥
）


